
当院の基本理念と基本方針
 　基本理念
　　最新最高の医療を、安全に提供する公的医療機関として能登全域の住民の健康を守ります。

 　基本方針
１　患者の皆さまの立場を第一に考えた医療を目指します。
２　たゆまぬ研鑽をとおして医療水準の向上を目指します。
３　最良でより高度な急性期医療を目指します。
４　医療機関との連携を密にして地域医療の推進を目指します。
５　公的病院を堅持しつつ健全な病院経営を目指します。
６　チーム医療に徹し、全職員が誇りを持って働ける病院を目指します。

 公立能登総合病院　情報誌

お腹の中の赤ちゃんの表情や手の細かな動きまで見ることができます。（産婦人科）
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医
療
機
器
の
紹
介

2016　79号 　陽だまり　2

３
Ｄ
／
４
Ｄ
超
音
波
診
断
装
置
（
産
婦
人
科
）

―
赤
ち
ゃ
ん
の
表
情
が
よ
り
は
っ
き
り
と
―

Ｘ
線
診
断
装
置
（
形
成
外
科
）

―
手
足
の
小
さ
な
骨
折
も
鮮
明
に
撮
影
で
き
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
透
視
し
な
が
ら
手
術
を
―

））））））　　　　　　　）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））））　　　　　　　）））））
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整
形
外
科
で
扱
う
運
動
器
疾
患
は
レ
ン
ト

ゲ
ン
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像
検
査
が

主
流
で
す
が
、
最
近
は
超
音
波
検
査
に
よ
る

診
断
が
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　

超
音
波
検
査
が
威
力
を
発
揮
す
る
の
は
特

に
筋
肉
、
腱
成
分
、
靭
帯
、
神
経
と
い
っ
た

軟
部
組
織
で
す
。
こ
れ
ら
の
組
織
の
異
常
の

有
無
を
患
者
さ
ま
の
皮
膚
に
プ
ロ
ー
ブ
を
あ

て
、
関
節
な
ど
を
動
か
し
て
も
ら
い
な
が
ら

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
実
際
に
は
肩
関
節
の
腱け
ん

板ば
ん

断
裂
や
足
関

節
捻ね
ん

挫ざ

に
伴
う
靭
帯
損
傷
、
あ
る
い
は
肉
離

れ
に
伴
う
血
腫
な
ど
の
評
価
に
用
い
ま
す
。

ま
た
、
骨
の
表
面
の
評
価
も
可
能
で
、
小
児

　

形
成
外
科

で
は
、
手
足

の
指
や
関
節

な
ど
の
小
さ

な
骨
を
近
距

離
で
撮
影
で
き
る
小
型
の
Ｘ
線
診
断
装
置
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
よ
り
鮮
明
な
映

像
で
映
す
こ
と
が
で
き
る
最
新
型
の
装
置
に

更
新
し
ま
し
た
。

　

以
前
の
装
置
よ
り
も
Ｃ
字
型
の
ア
ー
ム
の

　

３
Ｄ
／
４
Ｄ
超
音
波
診
断
装
置

を
更
新
し
ま
し
た
。
以
前
の
機
種

よ
り
も
描
出
力
が
高
く
、
胎
児
疾

患
の
発
見
や
、
赤
ち
ゃ
ん
の
表
情

を
細
か
く
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
妊
婦
健
診
の
際
に
赤
ち
ゃ

ん
の
顔
や
体
の
様
子
が
確
認
で

き
、
あ
く
び
を
し
た
り
、
指
し
ゃ

ぶ
り
を
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
も

一
緒
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
映
像
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
実
際
に
４

Ｄ
映
像
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
で

赤
ち
ゃ
ん
へ
の
親
近
感
が
増
す
こ

と
で
し
ょ
う
。
妊
娠
初
期
に
は
内

視
鏡
で
子
宮
内
を
の
ぞ
い
た
よ
う

な
神
秘
的
な
像
が
見
ら
れ
ま
す
。

顔
の
表
情
な
ど
が
良
く
映
る
時
期

は
羊
水
腔
に
余
裕
の
あ
る
妊
娠
25

週
～
36
週
頃
で
す
。
妊
娠
15
週
以

降
に
は
性
別
も
判
定
可
能
で
す
。

ま
た
、
当
院
で
は
助
産
外
来
で
も

同
様
に
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ご

か
ら
大
人
ま
で
骨
折
や
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
診

断
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
血
流
ド
ッ
プ
ラ
を
用
い
る
こ
と
に

よ
り
、
リ
ウ
マ
チ
患
者
さ
ま
の
手
指
や
手
関

節
な
ど
に
起
こ
っ
て
い
る
炎
症
の
質
的
評
価

も
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
導
入
さ
れ
た
超
音
波
診
断
装
置
は
、

よ
り
鮮
明
な
画
像
を
提
供
し
診
断
の
質
的
向

上
お
よ
び
迅
速
化
を
実
現
す
る
強
力
な
ツ
ー

ル
と
し
て
、

活
躍
す
る
と

期
待
し
て
い

ま
す
。

可
動
性
が
良
く
な
っ
た
た
め
、
手
足
を
最
適

な
位
置
（
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）
や
角
度
で
撮

影
し
た
り
、
患
者
さ
ま
を
動
か
さ
ず
痛
み
の

少
な
い
楽
な
姿
勢
で
撮
影
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
少
量
の
Ｘ
線
を
照
射

し
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
処
理
を
す
る
の
で
、
身

体
へ
の
被
曝
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、
鮮
明
な
透
視
画
像
を
モ
ニ

タ
ー
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
で
き
る
た

め
、
安
全
か
つ
迅
速
に
手
術
が
行
え
ま
す
。 

希
望
が
あ
れ
ば
、
大
切
な
記
念
と

し
て
写
真
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
当
院
妊
婦

健
診
通
院
中
の
方
は
無
料
で
撮
影

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
赤
ち
ゃ
ん
の
胎
位
、
胎
盤
の
位
置
、

羊
水
量
に
よ
っ
て
は
上
手
く
描
出
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

超
音
波
診
断
装
置
（
整
形
外
科
）　

―
運
動
器
疾
患
も
超
音
波
検
査
で
診
断
―

妊娠９週の胎児

妊娠35週の胎児

インフォメーション



多
発
性
の
う
胞
腎
と
は

　

多
発
性
の
う
胞
腎
と
は
、
腎
臓
に
水

の
入
っ
た
袋
（
の
う
胞
）
が
多
数
で
き
、

そ
れ
が
大
き
く
な
る
こ
と
で
腎
臓
の
機

能
が
低
下
す
る
遺
伝
性
の
病
気
で
す
。

　

の
う
胞
が
大
き
く
な
る
と
腎
臓
を
圧

迫
し
、
痛
み
や
お
腹
の
張
り
が
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
病
気
が
進
行
す
る
と

腎
不
全
を
起
こ
し
、
人
工
透
析
が
必
要

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高

血
圧
や
脳
動
脈
瘤
を
合
併
し
た
り
、
く

も
膜
下
出
血
を
発
症
す
る
こ
と
も
あ

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

自
覚
症
状
が

な
い
た
め
、
医

療
機
関
を
受
診

さ
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

原
因
は
？

　

遺
伝
子
の
異
常
で
お
こ
る
病
気
で

す
。
親
か
ら
子
供
に
２
分
の
１
の
確
率

で
遺
伝
し
ま
す
。
血
縁
者
で
同
様
の
病

状
等
が
な
い
か
把
握
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

診
断
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
？

　

診
断
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
ま
す
。
ご
家
族
の
中
に
同
じ
疾

患
の
方
が
い
る
こ
と
、
超
音
波
検
査
や

Ｃ
Ｔ
検
査
で
両
方
の
腎
臓
に
の
う
胞
が

多
発
し
て
い
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
健
康
診
断
や
人

間
ド
ッ
ク
で
発
見
さ

れ
る
こ
と
も
多
い
の

で
、
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

治
療
に
つ
い
て

　

今
ま
で
は
多
発
性
の
う
胞
腎
に
対
し

て
特
別
な
治
療
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
在
は
、
病
態
の
進
行
を
遅
ら

せ
る
薬
が
認
可
さ
れ
て
お
り
、
服
薬
す

る
こ
と
で
、
人
工
透
析
を
回
避
で
き
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
薬
が
処
方
で
き
る
の
は
、
適
切

な
研
修
を
修
了
し
た
医
師
に
限
ら
れ
、

検
査
等
に
よ
り
内
服
治
療
が
適
当
と
医

師
が
判
断
し
た
患
者
さ
ん
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

多
発
性
の
う
胞
腎
の
治
療
費
は
、
難

病
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
自
己
負
担
額
は
大
幅
に
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 
　【
問
い
合
わ
せ
】

　

公
立
能
登
総
合
病
院

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
内
科
外
来

　

℡
（
０
７
６
７
）
５
２
―
８
７
０
３

　

入
院
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
方
を
対
象

に
し
た
デ
イ
サ
ロ
ン
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ロ
ン
で
は
、

・
生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
る

・
適
度
な
運
動
や
刺
激
に
よ
っ
て
日
常 

　

生
活
動
作
の
低
下
を
予
防
す
る

・
仲
間
同
士
の
交
流
を
通
し
て
感
情
の 

　

動
き
や
意
欲
を
高
め
る

を
目
的
と
し
、
急
性
期
症
状
を
脱
し
た

高
齢
者
の
方
が
、
日
中
安
心
し
て
穏
や

か
に
過
ご
せ
る
場
所
を
提
供
し
て
い
ま

す
。

【
開
催
日
】
毎
週
火
・
木
曜
日

【
時　

間
】
２
時
間
程
度

【
内　

容
】
体
操
、
折
り
紙
、
ク
イ
ズ
、

　
　
　
　

  

散
歩
、
玉
入
れ
、

　
　
　
　

  

卓
上
ボ
ウ
リ
ン
グ
等

知っ得 ナットク カラダのこと

Q & A
Q. 患者さんはどのくらいいますか？
A. 日本で31,000人と推定され、人口3,000 ～ 4,000人

に1人の割合です。
Q. 必ず遺伝で発症するのでしょうか？
A. 突然発症することもまれにあります。
Q. いつごろ症状は出始めますか？
A. 30歳代以降が多いです。高血圧は20歳代から認め

られることがあります。
Q. 安静が必要ですか？
A. お腹に衝撃があるようなスポーツを除けば運動も

問題ありません。

レクリエーションの様子

デ
イ
サ
ロ
ン
を
開
設
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多発性のう胞腎
について

●先生●

内科部長

泉  谷 　省  晶



知っ得 ナットク カラダのこと

　

 

現
在
、
が
ん
の
治
療
は
、
手
術
・

薬
物
治
療
・
放
射
線
治
療
の
３
本
柱
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
放
射
線
治
療
と
は
、
が
ん

組
織
に
放
射
線
を
照
射
す
る
治
療
法
で

す
。
放
射
線
治
療
で
は
、
臓
器
を
切
除

せ
ず
に
治
療
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
手

術
に
比
べ
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
て

す
み
ま
す
。
現
在
、北
陸
三
県
の
中
で
、

最
も
高
精
度
に
照
射
が
可
能
な
装
置
が

能
登
病
院
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
、
病
巣
を
正
確
に
狙
い
撃
ち
す
る

治
療
が
可
能
で
す
。

　

あ
る
患
者
さ
ん
の
肺
が
ん
の
症
例

を
紹
介
し

ま
す
。
写

真（
左
側
）

の
○
印
の

と
こ
ろ
に

白
く
映
っ

て
い
る
所

が
肺
が
ん

で
す
。
通

常
で
あ
れ

ば
手
術
療
法
を
選
択
す
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
年
齢
や
合
併
症
も
あ
り
放
射
線
治

療
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

病
巣
に
対
し
、
高
精
度
治
療
と
し
て
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
照
射
（
体
幹
部
定
位
放
射

線
治
療
）を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

写
真
（
右
側
）
の
様
に
、
肺
が
ん
は
消

失
し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
／
Ⅱ
と
い

う
肺
が
ん
に
関
し
て
は
、
手
術
と
同
様

の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

放
射
線
治
療
は
、
早
期
か
ら
末
期
ま

で
の
様
々
な
が
ん
に
治
療
の
適
応
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
が
ん
に

有
効
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

放
射
線
治
療
に
関
心
の
あ
る
方
は
、

一
度
、主
治
医
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

櫻
井
医
師
は
、
毎
週
火
曜
日
に
当
院

で
診
療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
、「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
の
設
置
を
推

進
し
て
い
ま
す
。「
認
知
症
カ
フ
ェ
」

と
は
、
認
知
症
の
方
や
ご
家
族
、
地
域

住
民
、
専
門
家
が
集
い
、
座
談
会
や
講

座
な
ど
を
通
し
て
情
報
交
換
や
悩
み
を

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
で
す
。

　

昨
年
12
月
、
当
院
精
神
セ
ン
タ
ー
も

事
務
局
と
し
て
参
加
し
て
い
る
能
登
地

区
認
知
症
診
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
連

絡
協
議
会
が
計
画
し
、
七
尾
市
に
お
い

て
『
な
な
お
ほ
っ
と
カ
フ
ェ
』
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
は
七
尾
市
袖
ケ
江
に
あ
る
多

機
能
型
事
業
所
「
ぱ
い
ん
の
家
」
に
て

開
催
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
は
１
回

２
０
０
円
（
飲
み
物
・
ケ
ー
キ
付
）。

定
員
は
10
人
程
度
で
予
約
制
で
す
。
ど

な
た
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

　【
問
い
合
わ
せ
】

公
立
能
登
総
合
病
院

精
神
セ
ン
タ
ー　

田
辺
・
飯
山

℡
（
０
７
６
７
）
５
２
―
８
７
６
０

座談会の様子

日
　
　
　
　
時

内
　
　
　
　
容

第３回

平
成
28
年
2
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
14
時
～
16
時

★
申
込
み
締
切
　

2
月
5
日

革
細
工
づ
く
り

第４回

平
成
28
年
3
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
14
時
～
16
時

★
申
込
み
締
切
　

3
月
4
日

認
知
症
ア
ロ
マ

（第１・２回は終了しました。）
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公

立
能

登
総

合
病

院
　

〒
926-0816　

石
川

県
七

尾
市

藤
橋

町
ア

部
６

番
地

４
　

TEL 0767-52-6611　
FAX 0767-52-9225

　
公
立
能
登
総
合
病
院
臨
時
職
員
募
集

　
当
院
で
は
、
左
記
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
職
種
及
び
募
集
人
数

　
栄
養
士
・
調
理
師
…
５
名
程
度

　
調
理
補
助
…
…
…
…
５
名
程
度

■
問
い
合
わ
せ

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
公
立
能
登
総

合
病
院
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

℡
（
０
７
６
７
）
５
２
―
８
７
４
９

急募!

●先生●

金沢大学附属病院放射線治療科

櫻  井 　孝  之

身体への負担が少ないがん治療

放射線治療について

認
知
症
カ
フ
ェ

「
な
な
お
ほ
っ
と
カ
フ
ェ
」
オ
ー
プ
ン


